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Ⅵ．考　察
　マインドの浸透状況については，アンケート結
果より，マインドを実際に記入できた人が多く，
ほとんどの人がマインドを意識して行動できるよ
うになったと答えている．このことから，カード
を使用したことで，マインドが浸透していること
がわかった．
　カードの効果については，マインドと，マイン
ドをわかりやすく置き換えた言葉をカードへ記載
したことで，具体的に書いてありわかりやすかっ
たという意見がでた．國澤らが，図・表，写真，
アニメーション機能を使って視覚からの情報伝達
を行うことにより，言葉による情報を補うことが
できる2）と述べているように，カードを使う事で
視覚的に情報が入り，意識しやすくなった．さら
に，朝カードを配ることで，1日にカードを何度
もみることとなり，マインドの浸透を深めること
につながったのではないかと考えられる．
　デブリーフィングについては，アンケート結果
より，カードを使用したことでデブリーフィング
がやりやすくなったという意見が多かった．小野
は，何について話し合うのかが明確でないと，論
点が拡散してしまい，到達点になかなかたどり着
かない．また，設定した目的を丁寧に伝え，共有
することで議題に関連する論点が自然と広がる
3）と述べている．このことから，カードを使用し
てデブリーフィングを行ったことで，何について
話し合うかが明確となり，デブリーフィングが行
いやすくなったのではないかと考える．デブリー
フィングの内容を振り返ってみると，与える心に
ついては感謝の心が書かれた内容があった．自
立・自助の心については相手の経験年数に関係な
く意見が出し合えている様子がわかる意見があっ
た．この2つの心についてはマインドに沿ったデ
ブリーフィングが行われていることがわかった．
複眼の心については相手の目線に立った意見がな
かった．しかし，一方的ではなくパートナーで話
し合いができている様子が伺えた．以前カードを
使用せず振り返りを行っていた時に，先輩が後輩
に指導する反省会のような時間になっていた経緯
がある．その時と比較すると，カードを使用し，
話し合う内容を示したことで，互いにそれぞれ意
見を出し合えるようなデブリーフィングを行える
ようになったと考えられる．
表1　デブリーフィングで出た意見
実際にデブリーフィングを行ったあと，スタッフに記入してもらった意見
マインド デブリーフィング内容
与える心
・患者の情報を伝え合い，やってくれたことに対して“ありがとう”と声に出すことができていた．
・相手に指導することで，自分も振り返り学べた．
・受け持ち患者の情報など，持っている情報をお互い出し合いながら行動することができた．
自立・自助の心
・人工骨頭置換術後の離床時，その日は離床はリスクが高いと判断し，話し合い，離床は見送った．
・ベッド上安静が長かった患者の歩行器歩行を単独歩行にして良いか迷ったとき，パートナーに相談
しその患者の性格も考え単独歩行とした．結果患者も喜び売店まで歩行していた．
・日常生活動作に独歩を取り入れるか新人に判断を促してみると，しっかりアセスメントできていた．
複眼の心
・患者が，傷ついたことがあったが，本人のそばに寄り添い話しを聴き，どのような対応が適切かお
互い情報を共有して関わることができた．
・パートナーで，互いに意見を出し合いつつ、所在を明らかにしながら行動できたので、効率よく時
間内に終わることができた．
・手術翌日尿道カテーテル抜去しない希望あり．パートナーにも患者本人の希望を伝えたことで、何
度も同じ話を繰り返すことなく情報共有できた．
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　田中らは，言葉に出して相手の良かったことや
自身の行動を振り返る事で互いの思いを知ること
ができ，その結果無意識に行っていたことを意識
するようになる4）と述べている．このことから，
デブリーフィングで互いに意見を出し合えるとい
うことは，日々の業務でも相手を意識するように
なり，良好な関係性が築けて，パートナーシップ
の向上へつながると考えられる．
Ⅶ．おわりに
　今回カードを作成し，デブリーフィングを行っ
たことで，パートナーシップ向上への一歩となっ
た．しかし，マンネリ化している現状や，マイン
ドからずれたデブリーフィングになっているもの
もあり，さらに工夫が必要だと気づいたため，今
後のデブリーフィングの取り組みに生かしていき
たい．
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